
 
 
 
 
 
 
 
「みなとまち八戸」としての顔を広くアピ

ールするため、自分たちの地域の資源、財

産を再認識しながら活性化させ、みんなで

「みなとまち八戸」を体感しようとの思い

がありました。そこで、「みなとまち八戸」

を象徴するエリアである陸奥湊駅周辺の

方々の気運を高める起爆剤として、協働の

まちづくりを具現化した八戸みなとエリア

にぎわい再現調査事業「みなと博ランカイ」

を開催しました。 

この事業の目的として、①観光（＝地域）

資源を活かした総合的なまちづくり、②魚

菜市場と地元商店街の連携した地域の活性

化、③ホスピタリティーの醸成・観光ルー

トの開拓・アクセスの整備、④行政と市民

と一体となった協働のまちづくりの４点を

掲げて、地域の方々・商店の方々と話し合

い、参画していただきました。 

地域・市場・商店街との個別の話し合い・

アンケートの実施をしながら、陸奥湊の売

りを呼びかけ、強調しながらイメージにつ

いて話し合っていきました。そして課題で

ある駐車場不足を解消するために、パー

ク・アンド・ライド（シャトルバス）の実

施をするなど、エコロジカルなまちの具現

化を行いました。また、商店街の空きスペ

ースを活用し、休憩所・飲食場所・情報発

信コーナーを設置するなど憩える町並みを

表現しました。 

 

 

 

 

 

 

 

また、国土交通省港湾事務所には船での

遊覧、海上保安部には巡視艇の見学などで

協力いただき、港のあるまちを実体験する

ことができました。 

協働のまちづくりとして、自らができる

こと・得意分野を役割分担しながら、仮設

ながら１つの町をつくることができました。

今回は、小学生の子どもたちから大学生、

また一般の社会人までがボランティアで参

加し、準備期間からかかわることにより、

自分たちのまちづくりを考えるきっかけづ

くりとなることにつながりました。このよ

うに自分たちのまちの財産に気づくことが、

地域活性化の第一歩であり、今後に大きく

期待できると思います。 
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